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日
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満
洲
の
金
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位
制
:
:
空
四
一
華
士
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岡
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児

・
十
円
典
皐
涯
の
貿
易
理
論
に
つ
い
て
:
:
:
:
極
主
+
士
松
井
清

チュ

l
ネ
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人
口
論
・
・
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:
・
・
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経
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吉
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士
菊
田
太
郎
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苑

市
町
村
に
於
け
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園
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事
務
費
:
:
:
:
:
経
重
博
士
汐
見
三
郎

剛

川
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ン

口

ネ

菊

太

w
hド

・白封

回

一
、
緒

言

一
般
に
人
口
と
純
梼
と
は
相
互
に
他
ヤ
現
定
す
る
o

併
し
、
雨
者
の
規
定
の
仕
方
に
は
、
甚
だ
し
い
相
違
が
あ

る
o

即
ち
、
人
口
は
経
済
に
影
響
す
る
多
数
因
子
中
の
一
つ
に
過
ぎ
や
、
従
っ
て
、
同
時
に
伊
用
ず
る
他
の
悶
子

の
如
何
に
よ
っ
て
町

全
然
呉
つ
だ
結
果
生
生
ザ
し
め
る
た
め
に
、

そ
の
純
神
に
掛
す
5
作
用
を
明
か
に
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
芯
に
卦
し
、
経
掛
が
所
得
の
犬
き

3
叉
は
食
料
の
供
給
量
を
決
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
人
口
或
は

7

Y
サ
ス
以
来
殆
ん
ど
異
論
が
な
い
。

人
口
の
増
加
し
得
る
範
闘
を
限
定
す
る
こ
と
は
、

同
様
の
聞
係
は
立
地
論
の
領
域
に
も
認
め
ら
れ
る
。
例
へ
ば
、

そ
の
代
表
と
色
云
ふ
べ
き
ク
ェ

l
j
l
の
工
業

立
地
理
論
を
見
る
に
、
勢
働
指
向
は
運
送
指
向
の
某
礎
の
上
に
生
守
る
一
偏
侍
に
過
ぎ
十
、

こ
れ
が
賞
現
す
る
と

否
と
は
、
先
づ
、
労
働
費
節
約
額
を
決
す
る
勢
働
能
率
・
持
賃
の
差
異
以
外
、
運
迭
指
向
の
結
果
で
あ
る
選
選
立

地
の
密
度
に
影
響
さ
れ
、
次
に
、
普
通
集
積
と
結
合
し
、
純
粋
に
羽
は
れ
る
こ
と
は
稀
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に

反
し
、
立
地
分
布
の
人
口
に
及
ぼ
す
影
響
は
比
較
的
明
瞭
な
筈
で
あ
り
、

ヲェ

l
バ
!
自
ら
人
口
集
積
の
説
明
を

ぞ
の
閣
内
論
の
究
極
目
棋
と
し
て
ゐ
る
炉
、

し
か
も
未
だ
結
論
に
遼
せ
争
、
ま
た
個
々
の
経
替
の
指
向
を
問
題
と
す

チ
ュ

l
れ
シ
の
人
口
論

第

涜

一
二
五

玉、

第
間
十
一
1

巻
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チ
ょ

l
ネ
ン
の
人
口
論

ム
ノ、

第
四
十
三
巻

第

盟主

一
一占ノ、

る
た
め
遣
し
符
な
い

Ir一
推
測
さ
れ
る
。
然
る
に
、
蛭
梼
・
経
緯
白
に
闘
す
る
多
く
の
問
題
を
究
明
せ
ん
と
て
「
孤
立

闘
」
を
想
定
し
・
各
種
経
管
形
態
の
分
布
含
決
定
し
た
チ
ュ

l
ネ
ン
は
、
同
時
に
、
人
口
並
に
そ
の
分
布
に
劃
す

る
粧
稗
特
に
生
産
立
地
構
造
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
特
色
め
る
見
解
を
示
し
て
ゐ
る
。

「
孤
立
岡
」
の
人
口
に
闘
す
る
チ
ュ
l
ネ
ン
の
見
解
は
、
本
質
の
み
か
ι
問
題
と
す
る
研
究
方
訟
、
農
業
闘
で
は
粧

惜
の
人
口
に
劃
す
る
影
響
が
明
瞭
な
こ
と
、

》

仁

V
A

戸、
J
W
R
Y
-

町
、
ノ
、
p
p

、ノ守
J
U
T
-ぷ
〉

2
v
M
両

陛

干

'
V
九一「
E
ト

〆

〉

0

1

1

、

F
n
v
L
L
r
L
宅
U
F
H
l
J
〆
一
同

L

妥
〈
U

H
抱

2
4
7
A
]
4
3
L
補
足
早
L
L、
F
u
t
Eトノ

生
活
資
料
が
直
ら
に
人
口
'f
規
定
す
る
傾
向
が
著
し
い
時
代
に
属
す

1琴現3到1 

f代1た: 
ol 

j喜:
;，'l:I~ 

侃
;I/i 
m 
A 
I~口二1l 

i砦削E判l 

す
る
影
響
を
明
か
に
せ
ん
と
す
る
揚
合
、

一
つ
の
有
力
な
端
緒
と
な
る
。
ま
に
、
前
代
に
属
す
る
も
の
う
、
商
品

生
産
を
目
的
と
す
る
頼
替
形
態
の
み
が
問
題
と
さ
れ
、
人
口
の
基
礎
と
な
る
生
活
資
料
の
主
観
的
な
意
味
が
理
解

ぎ
れ
て
ゐ
る
た
め
に
、
よ
く
端
緒
た
る
に
耐
え
る
の
で
あ
る
。

二
、
人
口
の
基
礎
と
な
る
陸
演

チュ

l
ネ
ン
は
、

十
九
世
紀
前
牛
の
思
潮
に
従
っ
て
、
人
口
の
時
加
を
岡
民
経
済
に
於
げ
る
喜
ぶ
べ
き
現
象
と

見
る
。

一
般
に
、
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
杷
末
ま
で
は
、
人
口
が
殆
ん

E
静
止
の
朕
態
に
あ
り
、
特
に
、
ド
イ
ツ

の
人
口
は
数
次
の
戦
飢
で
著
し
〈
減
少
し
た
に
封
し
、
他
方
、
近
世
間
家
の
財
政
・
軍
備
、
近
代
的
な
工
業
・
農

業
等
何
れ
も
多
数
の
人
口
を
要
求
し
た
か
ら
、
人
口
増
加
を
歓
迎
し
た
の
も
営
然
と
云
へ
や
'
h
o

こ
の
態
度
を
特
に
明
瞭
に
一
示
す
の
は
、
彼
の
移
民
に
闘
す
る
論
述
で
あ
る
。
彼
は
云
ふ
。
移
住
は
、
世
界
各
一
瞳

P. Mombert ; a. a. O. S. 4押.. ~ 30 百
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の
立
場
か
ら
は
さ
う
で
は
な
い
が
、
つ
移
民
営
出
す
闘
に
と
っ
て
は
決
し
て
喜
ぶ
べ
き
現
象
で
は
な
い
。

n
H
V

ー、，、

自
己
b
b
一

移
住
に
ょ
う
て
、
こ
の
闘
は
移
民
の
州
労
働
力
を
喪
失
し
、
移
民
の
教
育
に
投
下
さ
れ
七
資
本
及
び
移
民
が
携
行
す

名
資
本
を
失
ふ
。
か
h

る
移
住
が
久
し
く
規
則
的
に
行
は
れ
〉
ぱ
、
こ
の
闘
は
有
用
な
施
設
・
制
度
を
有
す
る
に

拘
広
中
、
他
闘
の
た
め
に
働
〈
許
り
で
、
自
ら
は
闘
力
・
闘
富
何
れ
を
も
増
加
し
得
な
い
こ
と
冶
な
る
。
移
住
が

時
府
来
敵
針
の
恐
め
る
闘
を
目
標
左
す
る
と
き
、
こ
の
不
利
は
特
に
著
し
い
。
蓋
し
、
将
来
敗
れ
ん
が
た
め
に
努
力

寸
る
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
」
と
。

併
し
、
営
時
に
於
い
て
も
、
肢
に
、
無
保
件
に
人
口
増
加
を
望
か
が
如
き
こ
と
な
く
、
人
口
の
某
礎
と
し
て
の

猷
沸
乃
玉
岡
市
い
か
出
窓
3
れ
て
わ
た
。

臥
立
調
一
回
章
刀
幾
或
'
と
な
っ
ト
テ

l
v
η
命
際
文
史
君
主
部
凡
凡
一
川
乃
明
主

ー

l
j
-
l
i
-
-
n
i
J
{
1
-
E
3
t
7
1
4
2一副

(

j

も
、
人
口
を
養
ふ
手
段
と
し
て
の
集
約
農
業
の
卓
越
性
'
伊
品
川
壌
と
し
.
チ
コ

1
ネ
ン
色
亦
こ
の
事
買
を
充
分
認
め

る
。
唯
2
披
の
特
徴
は
、
人
口
論
-
い
於
け
る
マ
M
Y

サ
ス
左
等
し
く
、
集
約
農
業
の
普
及
が
必
要
と
す
る
前
提
に
充

分
の
吟
味
?
加
え
、
皐
な
る
人
口
増
加
の
希
望
が
経
替
形
態
を
決
定
せ
守
、
謹
に
、
他
の
多
〈
の
僚
件
に
よ
っ
て

品
開
化
す
る
麗
替
形
態
が
、
人
口
或
は
そ
の
増
加
し
得
る
範
囲
を
限
定
す
る
と
見
七
黙
で
め
る
。

然
ら
ぱ
、
人
口
を
規
定
す
る
経
替
形
態
は
如
何
な
る
性
質
を
持
っ
か
。
先
づ
、
「
孤
立
闘
」
に
於
げ
る
農
業
は
、

線
べ
て
、
農
場
所
有
者
が
雇
傭
勢
働
者
を
使
用
し
て
生
産
を
行
ひ
、
生
産
物
を
商
品
と
し
て
市
場
に
供
給
す
る
、

橋
本
博
士
の
所
謂
「
不
純
な
る
資
本
家
的
経
管
」
で
め
ふ
。
従
っ
て
、
蛭
替
の
目
標
は
会
瞳
と
し
て
の
人
口
を
支
持

す
る
粗
牧
盆
、
或
は
第
働
人
口
の
基
礎
と
な
る
勢
働
所
得
の
増
加
で
は
な
く
て
、
粗
耽
盆
か
ら
狭
義
の
生
産
費
及

ナ
ュ

1
ネ
ン
の
人
口
論

第
四
十
一
一
一
巻

ヒ

第

放

七
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チ
ュ

l
ネ
ン
の
人
口
論

第
凶
十
一
一
-
巻

i¥ 

第

就

戸、

ぴ
運
選
弗
ー
を
控
除
し
た
剃
除
、
印
ち
地
代
で
あ
り
、
地
代
な
け
れ
ば
経
替
な
く
、
地
代
令
長
大
な
ら
し
め
る
煙
管

形
態
が
選
揮
き
れ
ね
ば
な
ら
除
。
勿
論
、
農
業
で
は
工
業
と
異
な
り
孤
立
し
た
自
給
な
経
管
も
可
能
で
あ
れ
ば
、

農
業
自
瞳
は
損
失
で
あ
り
な
が
ら
副
業
の
牧
入
で
維
持
さ
れ
る
経
替
も
あ
ち
得
る
。

れ
ら
を
問
題
と
せ
や
、
「
不
純
な
る
資
本
家
的
経
替
」
に
限
っ
た
こ
と
は
、
典
型
的
な
大
農
粧
皆
川
か
多
数

'e占
め
、

夙
く
工
業
化
し
に
英
闘
に
劃
す
る
主
要
な
穀
物
供
給
地
で
め
っ

h
官
時
の
メ
ク
レ
ン
プ

Y
グ
ー
し
て
、
常
然
な
許

し
か
色
、

チュ

l
ネ
ン
が
こ

-
4

・
・
"

'
q
7
h
H
0

・t
、
ん
向
勝
"
続
的
に
脇
市
る
隣
々
の
閣
制
一
や
」
明
か
に
す
る
上
に
も
開
直
と
な
っ
た
c

次
に
、
「
孤
立
闘
」
に
於
い
て
行
は
れ
る
経
骨
形
態
は
、
そ
れ
ハ
¥
一
定
の
特
徴
を
有
寸
る
輪
栽
式
・
穀
革
式
・
一
二

圃
式
・
自
由
式
・
林
業
・
牧
畜
の
六
種
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
内
、
前
の
三
方
式
は
何
れ
も
ラ
イ
萎
を
生
産
し
(
他
の
穀
類

及
ぴ
牧
産
品
ぽ
一
定
の
比
債
に
よ
っ
て
ヲ
イ
多
に
換
算
さ
れ

eh)

、
向
車
に
集
約
度
JT
異
に
す
る
の
み
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
穀
作
、

自
由
式
に
よ
る
馬
鈴
薯
作
、
林
業
、
牧
畜
は
、
生
産
物
の
種
類
が
相
違
し
、
従
っ
て
、
現
物
形
態
に
於
げ
る
単
位

面
積
営
h
J
粗
耽
盆
砂
-
d
b
異
に
す
る
。

他
方
、
「
M

孤
立
困
」
に
於
け
る
各
農
場
の
立
地
僚
件
は
、
沃
度
ぞ
の
他
の
黙
で
は
全
然
等
し
く
、
単
に
、
あ
ら
ゆ

る
農
産
物
の
唯
一
の
市
場
た
る
中
心
都
市
か
ら
の
距
離
、
換
言
す
れ
ば
、
生
産
物
の
農
場
債
格
、
及
び
、
こ
れ
に

件
な
っ
て
麺
動
す
る
経
費
、
印
ち
チ
ュ

1
ネ
ン
の
所
謂
「
穀
物
支
出
」
が
異
な
る
許
り
で
あ
る
，
v

勿
論
、

ン
は
、
後
に
述
べ
る
や
う
に
、
沃
度
の
相
違
が
地
代
従
っ
て
鰹
替
形
態
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
究
ぃ
、
ま
た
、
白
耳

義
で
は
農
業
勢
働
者
が
馬
鈴
薯
栽
培
に
熟
練
し
、
自
由
式
農
業
を
有
利
に
す
る
の
で
は
な
い
か
左
推
測
仏
、
経
管

チュ

l
ネ
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形
態
に
劃
す
る
帥
労
働
の
意
義
を
も
無
視
し
て
は
ゐ
な
い
が
、
最
初
に
は
、
匝
離
の
作
用
を
明
か
に
す
る
た
め
、
他

の
因
子
は
総
べ
て
作
用
し
な
い
も
の
と
偲
定
す
る
。

そ
の
結
果
.
「
孤
立
園
」
に
於
い
て
は
、
都
市
か
ら
の
距
離
が
増
す
に
連
れ
て
、
先
づ
、
馬
鈴
薯
作
、
次
に
、
林
業
・

穀
作
・
牧
畜
と
、
・
次
第
に
単
位
面
積
営
り
粗
牧
益
の
少
な
い
経
管
形
態
が
行
は
れ
、
更
に
、
穀
作
一
炉
、
集
約
的
な
輪

栽
式
か
ら
穀
草
式
を
桓
て
三
国
式
へ
と
、
次
第
に
組
放
化
す
る
。
そ
し
て
、
か
や
う
に
そ
れ
ん
¥
経
管
形
態
を
異

に
す
る
各
農
業
圏
、
及
び
、
こ
れ
ら
農
業
圏
の
杢
盟
及
び
都
市
で
構
成
さ
れ
た
「
耐
孤
立
闘
」
の
杢
盟
が
、
人
口
及
び

そ
の
分
布
を
決
定
す
る
前
徒
で
あ
る
。

豆
、
各
積
極
管
部
態
と
人
口
密
度

「
孤
立
困
」
に
於
い
て
は
、
各
経
替
形
態
は
何
れ
も
一
定
の
立
地
を
占
め
る
。
従
っ
て
、
各
経
管
形
態
が
支
持
し

得
る
人
口
を
決
定
す
れ
ば
、
「
孤
立
国
」
に
於
け
る
人
口
の
分
布
が
決
定
さ
れ
、
ま
に
、
現
賓
の
一
閤
或
は
一
一
地
方

が
「
孤
立
困
」
の
如
何
な
る
農
業
圏
に
該
営
す
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
口
密
度
が
説
明
さ
れ
る
こ
と
冶
な
る
。
然

ら
ば
、
人
口
を
規
定
す
る
の
は
、
各
経
替
形
態
の
如
何
な
る
性
質
で
あ
る
か
。

チ
ュ
!
ネ
ン
に
よ
れ
ば
、
各
煙
管
形
態
は
、

そ
の
生
産
物
の
量
、
換
言
す
れ
ば
、
現
物
形
態
に
於
げ
る
粗
牧
盆

に
よ
っ
て
、
人
口
を
規
定
す
る
。
卸
ち
、
彼
は
、
「
人
口
は
組
牧
盆
k
正
確
に
は
比
例
し
な
い
に
し
て
も
、
略
ミ
比
例

す
あ
と
思
は
れ
る
」
と
一
再
ふ
。
正
確
に
は
比
例
し
な
い
と
云
ふ
の
は
、
組
牧
益
の
内
に
、
都
市
か
ら
供
給
さ
れ
た

チ
ュ

l
ネ
ン
の
人
口
論

第
四
十
コ
一
巻

第

務

九

7L 
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チ
ュ

1
ネ
ン
の
人
口
論

O 

第

盟主

第
四
十
三
巻

一
三

O

生
産
手
段
の
劃
僚
た
る
部
分
の
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
こ
胃
と
を
考
慮
す
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
被
は
、
「
消
費
が

生
産
に
よ
っ
て
正
に
充
足
さ
れ
、
穀
物
の
轍
入
輪
出
共
に
行
は
れ
な
い
闘
で
は
、
人
口
と
生
産
さ
れ
る
生
活
資
料

と
の
聞
に
一
定
の
比
率
が
あ
る
に
相
違
な
い
」
と
も
述
べ
て
ゐ
る
。
粗
牧
盆
と
生
活
資
料
と
は
巌
密
日
云
へ
ば
一

致
し
な
い
量
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

チ
ュ

I
ネ
ン
に
於
い
て
は
、

林
産
物
を
除
き
、
組
て
の
農
産
物
炉
、
替
養
債
及

ぴ
替
養
債
を
基
礎
と
す
る
比
債
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
婆
に
換
算
さ
れ
る
か
ら
、
等
し
い
と
見
倣
し
得
る
の
で
あ
る
。

部
ら
ぱ
、
組
収
盆
或
は
生
産
す
る
生
活
資
料
の
還
は
、

姫
川
営
方
式
に
よ
っ
て
州
何
に
相
還
す
る
か
。

た
づ
、
輸

栽
式
・
穀
草
式
・
一
ニ
固
式
の
三
穀
作
農
業
を
比
較
す
る
に
、
「
三
蛭
傍
方
式
に
於
い
て
フ
イ
曲
家
の
収
穫
量
(
換
言
す
れ
ば

土
地
の
沃
度
)
が
等
し
い
と
す
れ
ば
、
穀
草
式
の
供
給
し
得
る
生
活
資
料
の
量
は
、
三
間
式
よ
り
は
著
し
〈
多
い
け

れ
ど
も
、
輪
栽
式
に
比
し
て
は
著
し
く
少
な
い
。
穀
牧
一

O

の
穀
草
式
が
一
平
方
哩
に
付
き
約
三

0
0
0
の
人
口
を
養
ひ
得
る
と
す
れ
ば
、
三
圃
式
の
養
ぴ
得
る
人
口
は
約
二

0
0
0
に
過
ぎ
今
、
反
針
に
輪
栽
式
は
約
四

0
0
0
の
人
口
に
生
活
資
料
を
奥
え
る
で
あ
ら
ヴ
己

(一

0
0平
方
ル

1
ト
に
つ
き
ラ
イ
多
の
収
穫
一

O
シ
ェ
ッ
フ
ア
ヰ

夏
に
、
白
耳
義
式
農
業
は
、
輪
栽
式
よ
り
も
一
一
暦
多
量
の
粗
牧
盆
を
膏
し
、
従
っ
て
、

一
層
高
い
人
口
密
度
を

可
能
に
す
る
。
「
メ
ク
レ
シ
プ
Y
グ
式
穀
草
農
業
と
白
耳
義
式
農
業
主
の
粗
牧
盆
の
比
は
、
五
一
三
七
:
一
一

O

八
一
、
卸
ち
、

一
O
O
-
-
一
一
一
六
で
め
る
。
ぞ
こ
で
、
こ
の
雨
種
の
農
業
が
同
一
面
積
の
二
固
に
行
は
れ
る
と
す

れ
ば
、
雨
園
の
園
富
・
人
口
・
固
力
は
非
常
な
相
遣
を
示
す
筈
で
あ
る
。
人
口
は
粗
牧
盆
と
正
確
に
は
比
例
し
な
い

ま
で
も
、
略
ミ
比
例
す
る
と
思
は
れ
る
。
私
は
前
に
皐
な
る
推
測
と
し
て
Y
あ
る
が
、
穀
壮
一

O
の
穀
草
式
は
一

Thunen; a. a. O. S. 136. (孤立圏、一三ニ頁)
Thunen; a. a. O. S. 136. (琢立圏、一三ニ瓦;，

14) 
15) 



平
方
哩
三

C
C
C
の
人
口
に
生
活
資
料
を
奥
え
る
と
見
倣
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
穀
牧
一

0
・
五
六
の
穀
草
式

は
、
三
二

O
O
の
人
口
を
養
ふ
こ
と
〉
な
る
。
そ
し
て
、
穀
草
式
と
白
耳
義
式
と
の
粗
股
盆
の
比
は
、

一O
O
-
-

二
一
↓
ハ
で
あ
る
か
ら
、
白
耳
義
式
の
行
は
れ
る
園
は
一
平
方
哩
約
六
九

O
O
の
人
口
を
養
ひ
得
る
課
で
あ
る
」
。
彼

は
こ
の
推
許
を
町
内
科
目
己
の

Z
E
g
E岳
門
官
何
E
Z
2
T
2
Eロ
m
E
仏∞
5
2
z
r
所
載
の
白
耳
義
の
宜
際
の
人

口
密
度
七
四
九
一
人
王
艶
照
し
、
事
責
は
計
算
の
結
果
よ
り
も
一
一
層
調
密
な
こ
と
を
附
言
し
て
ゐ
る
。

去
に
牧
畜
に
つ
い
て
次
の
如
く
一
E

ふ
。
「
牧
畜
闘
で
は
牧
畜
従
業
者
の
必
要
と
す
る
以
上
の
穀
作
は
行
は
れ
な

い
。
従
っ
て
、
棄
の
牧
穫
b
極
め
て
少
く
u

こ
の
僅
少
な
義
主
自
然
生
車
地
の
乾
草
・
と
で
各
季
旬
餐
し
得
る
よ
り

H
4
'

上
乃
J
L
r
B
d

同
事
Z

1

よ
、
U

C
J
T
u
i
-
J主
:
市
町
7
p
v

之
に
反
し
、
農
場
の
殆
ん
ど
金
融
胞
が
放
枇
地
と
な
る
か
ら
川

放
牧
地
は
」
極
め

τ

虞
い
け
れ

E
色
、
「
牧
草
・
根
菜
類
の
栽
培
に
よ
っ
て
各
季
飼
料
を
増
加
す
る
こ
と
は
行
は
れ
な
い
。
蓋
し
、
牛
の

牧
盆
が
極
め
て
少
な
い
た
め
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
守
る
費
用
を
償
ひ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
o
」
「
そ
の
結
果
、
こ

の
地
域
の
人
口
も
極
め
て
少
〈
、
都
市
の
近
傍
に
あ
れ
ば
三

O
家
族
を
養
ふ
に
足
る
庚
さ
の
農
場
色
、
三
家
族
に

職
業
と
食
料
と
を
奥
え
得
ま
い
。
」

か
く
現
物
形
態
に
於
け
る
粗
牧
盆
が
人
口
を
規
定
す
る
と
す
れ
ば
、
都
市
を
隔
に
る
に
連
れ
て
、
組
牧
盆
の
少

い
超
管
形
態
の
立
地
と
な
る
か
ら
、
人
口
密
度
一
色
次
第
に
減
少
す
る
需
で
、
「
孤
立
闘
」
の
人
口
分
布
は
甚
た
簡
単

な
形
に
な
る
。

併
し
、
粗
耽
盆
劃
人
口
の
比
率
は
、
決
し
て
一
定
不
獲
で
は
な
く
て
、
生
活
程
度
の
如
何
に
よ
っ
て
甚
だ
し
く

チ
ュ

1
ネ

y
の
人
口
論

第
四
十
三
巻

第

盟主

一一
一
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チ
ュ

I
ネ

y
の
人
口
論

第
四
十
三
巻

一一ー

第

獄

襲
化
す
る
。
彼
は
馬
鈴
薯
作
の
養
ぴ
得
る
人
口
を
論
中
る
際
、
こ
の
勤
に
言
及
し
て
、
次
の
如
〈
云
ふ
。
「
馬
鈴

薯
は
ク
イ
萎
の
三
分
の
一
の
替
養
債
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
同
一
面
積
だ
け
栽
培
さ
れ
た
左
き
九
倍

の
牧
穫
量
を
示
す
か
ら
、
こ
の
|
|
i
決
し
て
正
確
完
全
と
は
一
五
ひ
符
な
い
1
1
1
計
算
に
」
れ
ば
、
馬
鈴
薯
作
の
普

及
に
よ
っ
て
、
以
前
の
穀
作
よ
り
も
多
数
の
人
口
を
養
ひ
得
る
こ
と
冶
な
る
が
、
屡
ミ
主
張
さ
れ
る
程
多
数
で
は

な
い
。
蓋
し
、
第
一
に
、
馬
鈴
薯
は
甚
だ
し
く
地
力
を
消
耗
す
る
た
め
、
肥
料
の
供
給
を
他
に
仰
が
な
い
と
す
れ

ぱ
、
同
一
一
同
積
の
収
穫
量
は
フ
イ
姿
の

ゅ
六
四
倍
に
過
ぎ
な
い
か
ら
。

第
二
に
、
「
狐
立
圃
」
に
就
い
て
恨
定
し

、
刷
、
}
ノ

'e
ヨド局、

b
h
h
r

、，、

J
i
U
1
4
E
J
f
r
l
 

現
買
に
於
h
u

て
は
穀
物
に
比
し
て
動
物
性
食
料
品
の
債
格
が
侃
〈
島
土
に
丸
、
鈴
事
は
直
接
食
料

と
さ
れ
十
、
(
動
物
性
食
料
品
に
轄
化
さ
れ
る
)
か
ら
、
人
口
が
(
馬
鈴
薯
)
牧
穫
量
の
割
合
で
増
加
し
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ

る
。
も
し
、
馬
鈴
薯
が
養
ひ
得
る
限
度
ま
で
人
口
が
増
加
す
れ
ば
、
生
活
程
度
が
低
下
し
、
馬
鈴
薯
不
作
の
際
に

は
救
助
の
方
法
が
存
在
し
な
い
で
あ
ら
う
。
」

か
や
う
に
、
現
物
形
態
に
於
け
る
粗
牧
盆
が
直
ち
に
人
口
を
規
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
既
に
述
ペ
た
ゃ
う

に
、
粗
牧
盆
の
算
定
・
に
於
い
て
肢
に
生
産
物
の
比
僚
が
基
礎
E

と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
、
後
に
述
べ
る
や
'
フ
に
、
牧
益

の
分
配
に
際
し
で
も
貨
幣
債
値
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
ま
た
、
林
業
国
は
食
料
品
を
生
産
せ
十
他
の
供
給
に

侯
つ
こ
と
、
こ
れ
ら
の
勤
を
考
慮
す
れ
ば
、
貨
幣
形
態
に
於
け
る
組
牧
盆
の
比
率
が
、
現
物
形
態
に
於
け
る
そ
れ

よ
り
も
、
人
口
密
度
の
指
標
と
し
て
寧
ろ
適
切
で
な
い
か
と
云
ふ
疑
問
が
生
じ
る
。
然
ら
ば
、
貨
幣
形
態
に
於
り

る
粗
牧
盆
は
、
都
市
を
誼
か
る
に
連
れ
て
如
何
に
襲
化
す
る
か
。

Thunen; r'. a. O. S. 256庄(砥立圏、三四北京以下)18) 



現
物
形
態
に
於
げ
る
粗
牧
益
は
、
都
市
を
遺
一
か
る
に
連
れ
て
常
に
減
少
す
る
に
卦
し
、
貨
幣
形
態
に
於
げ
る
そ

れ
は
、
決
し
て
前
者
に
並
行
し
な
い
。
蓋
し
、
生
産
物
思
位
数
量
賞
、
り
の
債
格
は
.

一
定
面
積
営
り
の
牧
穫
量
と

正
反
割
に
、
都
市
を
遠
か
る
に
連
れ
て
高
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
、
何
故
に
、
都
市
か
ち
泣
い
地
軌
を
立
地

と
す
る
経
管
形
態
の
生
産
物
の
債
格
が
高
い
か
と
云
ふ
に
、
こ
れ
に
は
次
の
二
個
の
理
由
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ

る
。
卸
ち
、
第
一
仁
、
単
位
面
積
営
り
の
牧
穫
量
が
少
い
た
め
に
、
車
位
面
積
営
h
ノ
の
地
代
は
減
少
す
る
に
拘
ら

や
、
生
産
物
車
位
数
量
営
り
の
地
代
は
寧
ろ
増
大
す
る
。
第
二
に
、
運
迭
費
が
著
し
く
増
加
す
る
に
拘
は
ら
十
、

勢
質
及
び
自
給
生
産
手
段
の
賓
格
(
所
調
穀
物
支
出
)
の
減
少
が
」
れ
ぞ
償
っ
て
伶
り
ゐ
み
の
で
あ
る
か
ら
、

昼
産
費
が
高
い
特
で
あ
弓
。

ず
内
、
-
一
す
一

5ι

、ーノ

犯
議
U

そ
の
結
果
、
愉
栽
式
・
穀
草
式
ニ
ニ
固
式
の
各
穀
作
に
於
け
る
や
う
に
、
生
産
物
の
積

類
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
現
物
形
態
に
於
け
る
粗
牧
盆
の
相
違
が
直
ち
に
貨
幣
形
態
に
於
け
る
粗
牧
盆
の
相
還
を
一
不

す
け
れ
ど
も
、
生
産
物
の
種
類
が
異
な
れ
ば
、
か
〉
る
並
行
闘
係
は
必
然
的
で
な
い
。
例
へ
ば
、
穀
伶
と
比
較
す
る

と
き
、
穀
作
よ
り
も
都
市
に
近
〈
指
向
す
る
林
業
は
、
現
物
形
態
に
於
け
る
組
牧
盆
は
多
い
が
、
貨
幣
形
態
に
於
け

る
そ
れ
は
却
っ
て
少
く
、
都
市
か
ら
速
い
牧
畜
は
、
何
れ
の
形
態
に
於
げ
る
粗
牧
盆
も
共
に
少
い
。
従
っ
て
、
人

口
密
度
が
貨
幣
形
態
に
於
げ
る
組
牧
益
に
比
例
す
る
と
す
れ
ば
、
都
市
か
ら
泣
か
つ
て
も
必
や
し
も
常
に
蹴
少
す

る
課
で
は
な

t
、
車
に
同
一
経
鋳
方
式
の
行
は
れ
る
農
業
圏
内
に
於
い
て
の
み
減
少
す
る
に
止
ま

ε。

か
く
貨
幣
形
態
に
於
け
る
粗
牧
盆
、
従
っ
て
ま
だ
こ
れ
を
基
礎
k
す
石
綿
人
口
炉
、
都
市
か
ら
の
距
離
が
増
加

し
で
も
、
必
や
し
も
常
に
減
少
し
な
い
に
艶
し
、
同
じ
〈
貨
幣
形
態
で
一
不
さ
れ
る
単
位
面
積
営
り
の
地
代
は
、
常

チ
ュ

I
ネ

Y

の
人
口
論

第

王宮

第
四
十
三
巻

一
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チ
ュ

l
ネ
ン
の
人
口
論

に
蹴
少
す
る
o

所
で
、
「
闘
富
が
増
加
せ
争
、
静
態
を
維
持
す
る

E
き
は
、
地
代
は
園
民
中
の
不
生
産
階
級
が
消
費

第
四
十
三
巻

第

量主

四

四

す
る
。
従
っ
て
、

一
闘
が
支
持
し
得
る
不
生
産
階
級
の
人
口
は
、
大
躍
に
於
い
て
、
地
代
の
総
額
と
一
致
す
る
。

軍
隊
も
亦
こ
の
階
級
に
嵐
す
る
か
ら
、
地
代
の
額
の
大
き
い
岡
ほ
ど
多
数
の
軍
隊
舎
備
へ
、
園
戚
を
礎
揮
し
得

ふ
o
」
従
っ
て
、
地
代
の
絶
卦
額
及
び
そ
の
貨
幣
形
態
に
於
け
る
綿
牧
盆
中
に
占
め
る
割
合
一
炉
、
「
孤
立
園
」
の
如
何

な
る
農
業
圏
に
相
営
す
る
か
に
よ
っ
て
甚
だ
し
く
組
鈍
化
す
る
こ
と
は
、
人
口
の
階
級
構
成
に
重
大
な
影
響
を
友
ぽ

す
事
買
止
し

τ注
意
骨
法
〈
。

以
上
、

チ
ュ

l
ネ
ン
は
、
各
農
業
圏
の
人
口
砂
規
定
す
る
も
の
を
、
或
は
現
物
形
態
に
於
げ
る
粗
牧
盆
で
あ
る

と
し
、
或
は
貨
幣
形
態
に
於
け
る
粗
牧
盆
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
が
、
彼
の
所
論
を
徹
底
せ
し
め
れ
ば
、
後
者
に
蹄

着
す
る
。
そ
し
て
、
人
口
を
規
定
す
る
も
の
が
前
者
で
あ
れ
ば
、
孤
立
闘
の
人
口
密
度
は
都
市
を
遺
か
る
に
従
つ

て
減
少
す
る
だ
け
で
、
極
め
て
簡
単
で
あ
る
が
、
後
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
金
髄
と
し
て
次
第
に
減
少
す
る
と
し

て
も
、
必
十
し
も
常
に
然
り
と
は
云
ひ
得
な
い
。
更
に
、
貨
幣
形
態
に
於
け
る
粗
牧
益
中
、
地
代
は
常
に
減
少
し
、

従
っ
て
不
生
産
階
級
の
人
口
も
同
様
の
方
向
を
取
る
に
封
し
、
生
産
費
中
か
ら
運
迭
費
・
地
代
ぞ
除
い
た
狭
義
の

生
産
費
の
み
不
規
則
に
麗
化
す
る
事
賓
が
市
注
意
を
惹
く
の
で
あ
る
。

• 

目
、
「
孤
立
国
L
全
瞳
の
人
口

「
孤
立
閏
」
で
は
各
種
経
替
形
態
の
行
は
れ
る
地
域
は
、
何
れ
も
一
定
の
虞
さ
を
有
す
忍
。
そ
し
て
、
「
孤
立
闘
」
は

2 ，) 附表参照。
22) Thun四;a. n. O. S. 148. (孤立園、一四三頁)



こ
れ
ら
各
農
業
圏
よ

h
成
っ
て
ゐ
る
田
舎
と
、
田
舎
の
農
産
物
の
市
場
'
ど
な
り
、
同
時
に
回
合
の
必
要
な
工
業
製

品
の
供
給
地
た
る
都
市
、
こ
の
二
部
分
か
ら
有
機
的
に
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、

一
間
或
は
一
地
方
が
孤
立

閣
の
如
何
な
る
躍
替
形
態
の
立
地
に
該
営
し
、
従
っ
て
幾
何
の
人
口
を
支
持
し
得
る
か
と
云
ふ
問
題
の
外
に
、
各

農
業
圏
友
び
そ
の
会
計
た
る
田
舎
の
虞
き
、
換
一
一
目
す
れ
ば
、
田
舎
の
人
口
が
幾
何
か
、
次
に
、
田
合
の
人
口
と
中

心
都
市
の
そ
れ
と
は
如
何
な
る
闘
係
に
立
っ
か
、
ま
た
孤
立
岡
金
曜
の
人
口
は
幾
何
か
、
更
に
、
こ
れ
ら
人
口
を

決
定
す
る
根
本
原
因
は
何
か
と
一
五
ふ
問
題
が
生
。
る
。

光
づ
、

各
農
業
圏
友
ぴ
田
舎
の
庚
さ
に
就
い
て
次
の
如
〈
に
一
五
ム
。

穀
物
の
唯
一
の
市
判
明
で
あ
る
「
都

彼
は
、

市
が
そ
の
詣
裂
を
お
ん
思
す
る
だ
め
に
は
、
品
収
む
遠
隔
の
穀
物
供
給
者
に
少
く
と
も
生
産
突
と
迩
詑
費

r
uは
償
は

。

ね
ば
な
ら
な
い
。
己
」
或
は
ま
十kい2
一
云
瓦
ふ
。
「
孤
立
闘
の
経
済
が
静
態
を
維
持
し
、

消
費
者
が
支
掛
ひ
得
る
債
格
は
、

総
べ
て
均
衡
状
態
に
あ
る
と
き
に
は
、

最
遠
隔
の
生
走
者
が
穀
物
を
供
給
し
得
る
債
格
と
正
に
一
致
す
る
。
」
そ
れ
故

に
、
都
市
の
消
費
者
が
支
梯
ひ
得
石
債
格
に
襲
化
な
く
、
皐
に
穀
物
の
生
産
費
の
み
が
高
へ
ば
)
「
課
税
に
よ
っ
て

増
大
す
る
と
し
て
も
、
後
者
は
前
者
に
一
致
す
る
ま
で
下
落
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
は
、
下
落
し
た
債
格
で

は
不
引
舎
に
な
る
遠
隔
地
の
耕
作
が
止
み
、
こ
の
使
格
で
も
可
能
な
る
土
地
の
み
が
耕
作
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
寅

現
さ
れ
る
。
反
封
に
、
闘
民
が
穀
物
に
謝
し
て
供
給
債
格
以
上
を
支
掛
ひ
得
れ
ば
、
最
初
に
ぼ
や
は
り
供
給
債
格

が
基
準
と
な
ら
う
が
、
こ
の
場
合
に
は
人
口
と
消
費
量
と
が
急
増
し
、
平
野
の
耕
作
が
揖
大
し
、
横
大
に
連
れ
て

供
給
債
格
が
騰
貴
し
、
結
局
園
民
の
支
掛
川
印
得
る
債
格
に
一
致
す
ら
。
」
或
は
具
睡
的
に
次
の
如
く
に
色
云
っ
て
ゐ
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テ
ュ

I
ネ
ン
の
人
口
論

第
四
十
三
巻

中ノ、

第

量主

六

る
。
「
一
ニ
圃
式
農
業
閣
に
於
い
て
は
、
都
市
か
ら
二
六
・
四
哩
の
農
場
に
至
っ
て
始
め
て
一

O
O
タ

l
レ

Y
の
地
代

を
生
む
。
従
っ
て
、
(
地
代
に
劃
し
て
一
O
O
F
-
レ
ル
の
租
税
が
課
徴
さ
れ
る
と
す
れ
ば
)
、

こ
の
地
勤
ま
で
の
穀
物
供
給
?
目

的
と
す
る
土
地
の
耕
作
は
、
こ
の
新
説
に
よ
っ
て
厳
止
さ
れ
石
。
勿
論
、
こ
の
場
合
に
も
、
こ
の
地
域
は
無
人
の

境
と
な
る
課
で
な
〈
、
以
後
は
穀
作
の
代
h
ノ
に
牧
畜
が
行
は
れ
や
う
。
併
し
、
君
、
う
な
る
と
、
牧
畜
闘
の
外
緯
が

全
然
放
棄
虫
、
れ
、
国
家
の
こ
の
部
分
は
(
租
税
に
よ
っ
て
)
荒
地
と
化
し
了
ふ
。
」

、p

・

カ
〈

制
御
.
絡
に
よ
っ
て
農
業
問
及
び
間
合
会
閣
の
炭
$
と
経
待
形
態
と
が
仇
定
芯
れ
b

ば、

人
口
も
亦
'
」
れ
じ

臆
じ
て
決
定

3
れ
る
。
印
ち
、
債
務
の
下
落
に
よ
っ
て
耕
作
圏
が
縮
小
す
れ
ば
、
「
放
棄
さ
る
〉
に
至
つ
だ
土
地
の

住
民
は
、
生
計
の
資
と
す
べ
き
勢
働
を
見
出
し
得
な
い
た
め
に
、
生
活
し
得
な
く
な
る
。
何
故
と
云
ふ
に
、
岡
家

は
盛
時
に
組
べ
て
の
有
用
な
労
働
を
供
す
る
に
足
る
だ
け
の
人
口
を
有
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
放
棄
さ
れ
た
地
域

か
ら
加
は
る
努
働
者
は
、
も
は
や
有
利
に
般
用
さ
れ
符
守
、
従
っ
て
、
何
慮
に
も
職
業
や
生
計
の
査
を
接
見
し
得

な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

然
る
に
、
田
舎
と
都
市
と
は
一
定
の
有
機
的
な
闘
係
を
有
す
る
か
ら
、
回
合
の
人
口
の
襲
化
は
、
都
市
の
そ
れ

に
影
響
せ
ホ
に
は
ゐ
な
い
。
例
へ
ば
、
耕
作
圏
が
縮
小
す
れ
ば
、
「
単
に
農
業
に
従
事
す
る
人
口
の
み
な
ら
争
、
こ

の
荒
廃
に
障
し
た
地
域
の
需
要
に
鷹
守
る
た
め
働
い
て
ゐ
た
都
市
住
民
の
総
べ
て
、
印
ち
、
手
工
業
者
・
製
造
業

者
・
小
責
商
人
等
が
、
同
様
に
職
業
と
生
計
の
資
と
を
失
ん
。
」
そ
し
て
、
こ
れ
と
同
時
に
、
農
産
物
の
債
格
が
下

落
せ
ま
る
を
得
な
い
の
で
め
名
。

。。
7
7
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か
く
し
て
、
田
舎
と
都
市
、
却
ち
、
孤
立
閏
の
る
一
簡
を
通
じ
て
「
過
剰
と
な
っ
た
人
口
は
、
貧
窮
に
陥
る
こ
と

を
免
が
れ
る
に
は
、
第
二
の
故
郷
を
求
め
て
移
住
す
る
外
は
な
い
こ
左
に
な
る
こ
そ
こ
で
、
結
局
に
於
い
て
、
債

格
が
下
落
す
れ
ば
、
「
土
地
の
耕
作
が
狭
い
範
固
に
限
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
過
剰
と
な
っ
た
人
口
の
移
住
を
見
る

事
と
な
る
が
、
移
住
が
完
了
す
れ
ば
、
線
ぺ
て
は
以
前
の
均
衡
版
態
に
復
賭
す
る
。
併
し
、
岡
家
は
庚
き
と
人
口

m
 

と
を
減
じ
、
同
時
に
資
本
・
地
代
の
一
部
を
も
矢
ふ
結
果
と
な
る
。
」

か
や
う
に
.
都
市
の
所
得
・
人
口
、
農
産
物
の
需
要
債
格
、
田
舎
の
庚
さ
及
び
耀
替
形
態
、
田
舎
の
人
口
、
都

市
の
所
得
・
人
口
と
、
そ
れ
ん
¥
循
環
的
に
他
を
決
定
す
る
も
の
と
す
れ
ぽ
、
原
動
力
ば
何
れ
で
あ
る
が
と
云
ふ

担
問
一
炉
生
じ
る
。

岨
〉
治
:
荷
ノ
「
-
主
、
主
一
言
7
F
3
ι
日主開

-
Z
歩
、
官
庁

t
Eき
t
ノ
E
L
P
E
ノ
手
'
:
，

t
ノ、

に
じ
同
誌

v
k
H
H
l
l
F
E川
J
7
l
z
t
a市
恥

i
l
t
Eダ
也

官

-I
，H

E
当司

T
l
1
f
t
t
i千
」
当

l
d干

2
1型
工

[

理
の
可
能
性
は
殆
ん
ど
存
在
し
な
い
か
ら
、
自
家
需
要
を
充
足
し
得
る
程
度
以
上
に
生
産
力
の
毅
展
し
た
農
業
を

出
稜
馳
と
す
る
こ
と
色
可
能
で
あ
ら
う
。
併
し
、
チ
ュ

I
ネ
ン
の
主
題
は
、

市
場
に
卦
す
る
穀
物
供
給
地
た
る
東
濁
乙
の
農
業
経
管
形
態
で
あ
る
仁
め
に
、
唯
一
の
市
場
で
あ
る
中
心
都
市
の

所
得
を
碁
硝
的
と
見
る
。
剖
ち
、
被
は
云
ふ
。
「
都
市
の
穀
物
消
費
量
は
、
佃
冷
の
年
で
な
く
長
期
間
を
問
題
と

孤
立
園
の
穀
作
圏
に
該
営
し
、
倫
敦

す
れ
ば
、
都
市
の
所
得
の
大
き
さ
に
比
例
す
る
。
従
っ
て
、
土
地
の
牧
穫
に
麓
動
が
な
け
れ
ば
、
穀
債
の
高
低
は

都
市
の
消
費
階
級
の
所
得
の
増
減
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
」
或
は
云
ふ
。
農
産
物
の
保
護
関
税
に
よ
っ
て
、
「
債
格

が
騰
貴
し
た
場
合
、
耕
作
が
集
約
化
さ
れ
ま
た
蹟
大
さ
れ
る
の
は
、
充
分
理
由
の
あ
る
事
で
あ
り
、
ま
た
我
々
の

研
究
に
よ
っ
て
も
明
で
ゐ
る
。
併
し
、
高
い
穀
債
を
強
制
し
ゃ
う
と
す
れ
ば
、
同
時
に
、
こ
の
高
い
債
格
を
支
排

チ
ュ

1
ネ

y
の
人
口
論

第
四
十
三
巻

一
三
七

七

第

競

Thunen; <l.凡. O. S. 328. 
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チ
ュ

l
ネ

y
の
人
口
論

i¥. 

第
四
十
三
巻

第

量主

i¥. 

ひ
得
る
だ
け
に
閤
民
を
富
ま
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
看
過
ぎ
れ
る
。
ヂ
」
の
事
が
同
時
以
寅
現
し
な
け
れ
ば
、
穀

債
の
騰
貴
は
皐
に
短
時
日
に
止
ま
り
、
三
三
年
後
に
は
消
費
者
の
支
抑
能
力
と
均
衡
す
る
債
格
ま
で
下
落
す
司
h
V」

更
に
失
の
如
〈
も
云
ふ
。
都
市
の
人
円
・
所
得
が
多
〈
、
従
っ
て
需
要
量
が
多
〈
、
需
要
債
格
が
高
け
れ
ば
、
耕

援
が
抜
大
し
、
穀
債
が
高
ま
る
と
一
五
ふ
「
理
論
の
蹄
結
は
、
資
際
に
よ
く
符
合
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
組
ベ
て

の
富
圃
の
穀
債
は
高
く
、

組
〈
て
の
貧
圃
の
穀
債
ば
低
い
。
」

例
へ
ば
、
「
北
部
議
戚
に
凶
作
或
は
飢
僅
が
あ
っ
て

、J

、
日
H3℃
4
L
C
1
3
1
3
二百司、可
11
昆
」
?
と
hvド
t
T加
P

、
1
1〉
'
E

、

j

I

H
戸

E
h
f
p針
骨

v!一作
L
ρ
μ
も
れ
山
中
古
ゴ
、
ノ

ι
t
t
引市

rIE
し

7
6
i

府
室長
D) 

I~k 
例|

岡

'~9 
i論

亡討E
f記L
gl 
iE2 

7Tt 
Ir) 

o 
FEE 

債
す
ら
高
め
得
な
い
。
反
之
、
倫
敦
の
穀
物
需
要
の
比
較
的
軽
微
な
増
加
も
欧
洲
金
韓
の
穀
債
を
高
め
、
穀
物
を

積
載
し
た
舶
舶
が
大
陸
の
あ
ら
ゆ
る
港
濁
か
ら
こ
の
世
界
市
場
へ
と
念

σに
遣
な
い
o
」

こ
〉
に
人
口
を
規
定
す
る
究
極
原
動
力
と
し
て
の
闘
富
が
考
え
ら
れ
て
ゐ
る
。
ぞ
し
て
、
閣
富
の
成
立
増
加
に

つ
い
て
は
何
ら
理
論
的
な
説
明
を
行
は
争
、
沃
皮
増
加
の
た
め
の
資
本
投
下
、
そ
の
他
と
関
連
し
て
、
単
に
言
及
す

る
の
み
で
あ
る
が
、
閤
富
の
量
に
つ
い
て
次
の
如
く
云
ふ
。
「
園
富
を
正
確
完
全
に
定
義
し
、
岡
富
の
増
減
を
示
す

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
孤
立
闘
に
於
い
て
は
、
農
業
国
の
慌
大
又
は
縮
小
が
、
岡
宮
増
加
の
戚
受
的
に
捕
捉
し

日

得
、
従
っ
て
見
誤
る
こ
と
の
な
い
標
識
と
な
る
。
」

五
、
結
果
の
現
賓
化

チ
ュ

l
ネ
ン
は
、
以
上
の
却
〈
、
先
づ
「
孤
立
困
し
に
於
け
る
生
産
立
地
構
造
を
決
定
し
、
ぞ
の
人
口
に
及
ぼ
す

Thunen j a. a'. O. S. 337・
Tbuntn; a. a. O. S. 337 
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影
響
を
明
に
し
た
後
、
克
に
謹
ん
で
、
都
市
か
ら
の
距
離
、
換
言
す
れ
ば
、
穀
債
以
外
の
立
地
傑
件
が
作
用
し
、
叉

田
舎
の
産
業
と
し
て
六
種
の
農
業
経
管
形
態
以
外
の
農
業
・
工
業
が
存
在
す
る
こ
左
冶
す
れ
ば
、
立
地
構
造
が
加

何
に
晶
理
化
し
、
人
口
が
却
何
な
る
影
響
を
受
け
る
か
を
考
究
し
、
理
論
の
結
呆
を
現
貫
化
せ
し
め
る
。

先
づ
、
「
孤
立
園
」
の
慌
定
主
著
し
く
異
な
る
立
地
燦
件
に
は
、
運
迭
費
の
差
異
、
牧
畜
閤
の
影
響
の
微
弱
な
こ

と
、
そ
の
他
を
数
え
て
ゐ
る
が
、
特
に
重
要
視
し
、
詳
細
な
吟
味
を
行
っ
て
ゐ
る
の
は
、
沃
度
の
相
違
で
あ
る
。

彼
は
そ
の
影
響
に
つ
い
て
次
の
や
う
に
一
再
ふ
。

農
業
の
必
要
と
す
る
経
費
の
内
に
は
、

沃
度
従
っ
て
牧
穫
量
に
比

例
し
て
増
減
す
る
牧
納
費
・
-
般
経
品
川
甲
山
費
の
外
に
、
沃
度
或
は
枚
穫
量
が
峨
少
し
で
も
、
少
し
も
襲
化
し
な
い
種

こ

、

h
比
中
ロ
ド
k
Y
1
〉

ヘ

ノ

'

〉

:

〕

、

寸

:
h出
ヘ

J
匹
、

fτ
〉
巴
L
キノ

L
F九

ι知
、

J

キ
ノ
、
ル
又

h
q
v
y
ゴ一

H
E
bと
z
r
q
:
'〉
O

一A
に
へ
J

・

一
4F1.
主
f
E
b
d
F
1
7‘
N
v
i
-
-
H
口
-
b
E
b
k
u
v
f》

h
H
し

f
t

芯
不
幸
U
Eづ
在
一

E
h
z
i
d
v
/、
L
4〆

rl

「
沃
度
大
な
る
地
に
は
集
約
的
な
超
替
が
、
沃
度
小
な
る
地
に
は
粗
放
的
な
経
替
が
行
は
れ
、
」
ま
た
、
「
沃
度
小
な

る
地
は
、
穀
債
の
高
い
場
合
に
限
っ
て
耕
作
さ
れ
る
o
」
そ
れ
故
に
、
「
穀
債
の
低
い
事
と
、
士
地
の
沃
度
の
低
い

事
と
は
、
農
業
方
式
に
同
一
に
作
用
し
、
何
れ
も
三
園
式
(
一
般
的
に
云
へ
ば
粗
放
的
な
方
式
)
を
生
ぜ
し
め
る
O
L
従
っ
て
、

人
口
に
闘
し
で
も
、
沃
度
の
高
い
こ
と
は
、
穀
債
が
高
い
の
と
同
一
の
結
果
を
生
ザ
し
め
る
。
彼
は
云
ふ
。
「
穀
牧

八
シ
コ
プ
ェ

Y

の
農
場
が
約
四
ジ
ェ
ッ
フ
ヱ
yee
都
市
へ
供
給
し
得
る
な
ら
ば
、
穀
牧
一

O
ジ
エ
ツ
フ
昌
一
Y
の
農
場

は
少
く
と
色
五
・
五
シ
エ
ツ
プ
ェ

y
'
e
供
給
し
得
る
で
あ
ら
う
。
同
時
に
、
「
第
十
四
節
で
説
明
し
た
や
う
に
、
都
市

を
去
る
三
了
五
哩
で
絡
っ
て
ゐ
た
平
野
の
耕
作
は
、
三
四
・
七
哩
ま
で
蹟
大
さ
れ
る
。
こ
の
耕
作
の
集
約
化
と
耕

作
図
の
嬢
大
と
に
よ
っ
て
、
杢
閣
の
人
口
は
約
五
O
M
W
だ
け
増
加
す
る
こ
と
が
出
来
、
し
か
色
、
こ
の
増
加
し
た

チ
ム

l
ネ
ン
の
人
口
論

第
四
十
三
巻

大ム

第

Z虎
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第
四
十
三
巻

国

人
口
は
以
前
の
少
数
の
人
口
と
同
様
の
豊
か
さ
で
養
は
れ
る
だ
ら
う
O
L

チ
ュ

1
ネ
ン
の
人
口
論

四
O 

第

披

四
O 

次
に
、
六
種
の
経
替
形
態
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
立
地
単
位
色
、
全
然
同
一
原
理
に
従
っ
て
、
指
向
す
る
の
で
あ
る

が
、
彼
は
、
特
に
、
始
め
問
題
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
除
外
し
た
、
採
草
地
を
肥
料
の
供
給
源
と
す
る
部
分
に
行

ば
れ
る
販
貰
作
物
の
栽
培
及
び
加
工
ぞ
問
題
と
し
、
そ
の
立
地
、
及
び
人
口
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て
次
の
如
く

一
広
ふ
。
「
以
上
考
察
し
た
所
に
よ
っ
て
己
農
業
技
術
殺
謹
の
程
度
が
異
な
ら
や
、

t-

、4

ト
L
F〉
羽

川

リ

叫

4
A
V
e

、J
1
r

、

羽
U
H
D

カ
ド
一
日
t
d
f
J

4
a
J
l
白団

'71JL主
2
3
1
1
r
t
L
:
「
:
、
、
J
M
Y
Y、}j
反
古
ミ
ド
勿
1

、

〆
じ
ノ
主
気
力
千
h
k
f
r叫

VJ
れ
は
目
多
芸

(
!
H
H
E
f品
dvp

F
よ
日
〉

-E向
肯
て
ト
益
。
〈
¥

1
4
7
U
-
M』
l
v

牧
十
台
圏
セ
栽
培
8
れ
高
官
時
叫
が

明
に
な
っ
七

0

・
も
し
牧
畜
の
み
に
限
ら
れ
て
ゐ
れ
ば
、
人
口
が
甚
だ
し
く
少
な
い
筈
の
こ
の
地
域
も
、
火
酒
醸
造

及
び
販
貰
作
物
の
栽
培
に
よ
っ
て
、
多
〈
の
所
得
源
と
人
口
と
を
獲
る
。
特
に
亜
麻
栽
培
は
多
〈
の
人
口
に
職
業

ム
』
活
計
と
を
奥
え
る
つ
肢
に
記
し
た
計
算
で
明
な
や
う
に
、
夏
季
に
亜
麻
を
得
、
冬
季
綜
に
紡
ぎ

y
v
ネ

Y
を
織

る
勢
働
者
の
一
家
は
、
亜
麻
畑
三

O
O
卒
方
Y

I
ト
を
経
管
す
れ
ば
、
小
作
料
二
五
タ
!
レ

Y
を
抑
つ
で
も
、
よ

く
活
計
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。

グ

ν
ト
以
外
見
る
べ
き
都
市
を
有
し
な
い
束
フ
ラ
シ
ド
Y
牒
が
、

亜
麻
栽
培
の
殺
達
に
よ
っ
て
の
み
説
明
5
れ
ム
o」

一
一
牛
方
哩

二
一
、

0
0
0
の
人
口
を
養
ひ
得
る
こ
と
は
、

併
し
、
牧
畜
圏
の
こ
の
調
密
な
人
口
は
、
基
礎
と
な
る
牧
盆
の
分
配
扶
態
が
都
市
の
近
傍
と
は
甚
だ
し
く
相
逗

す
る
た
め
に
、
階
級
構
成
に
闘
し
て
著
し
い
特
色
を
持
つ
。
卸
ち
、
「
牧
畜
困
の
都
市
に
近
い
部
分
は
、
か
な
り
よ
く

耕
作
さ
れ
、
し
か
も
地
代
が
全
然
或
は
殆
ん
ど
存
在
し
な
い
興
味
あ
る
地
域
で
あ
る
。
何
故
と
云
ふ
に
、
こ
の
地

域
の
生
産
物
の
債
格
は
多
大
の
地
代
を
生
む
程
度
に
は
高
ま
り
得
な
い
。
も
し
こ
の
程
度
以
上
に
高
ま
れ
ば
、
極

Thunen; a. a. O. S. 228. (砥立園、ニ一九頁)
拙著;生産立地論大要、七七/i¥頁。
T'llunen; a. a.υ. s.エ65・

Thunen; n. n. O. S. 292. (孤立圃、二八七頁)
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め
て
康
い
牧
畜
圏
の
遠
隔
の
部
分
が
、
同
様
に
、
こ
の
を
檀
と
し
て
の
運
遺
費
が
極
め
て
少
な
い
作
物
の
栽
培
を

行
ひ
、
そ
の
債
格
を
著
し
く
低
下
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
o
」

か
や
う
に
し
て
、
宮
初
中
心
都
市
に
の
み
行
は
れ
る
と
限
定
し
た
工
業
生
産
中
少
か
ら

Y
る
部
分
が
地
方
ぷ
分

散
す
る
た
め
に
、
中
心
都
市
以
外
に
多
数
の
小
都
市
が
存
在
す
る
事
と
な
る
。
こ
れ
ら
小
都
市
の
存
在
は
、
孤
立

闘
の
生
産
立
地
構
造
、
及
び
、
人
口
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
か
。
彼
は
云
ふ
。
「
小
都
市
の
領
域
(
孤
立
闘
中
小

都
市
に
農
産
物
を
供
給
す
る
部
分
)

は
、
大
都
市
か
ら
見
れ
ば
、
不
毛
の
荒
地
に
等
し
〈
、
従
っ
て
耕
境
を
泣
r
d

け
、
穀

債
を
高
め
る
作
用
を
な
す
o
」
換
言
す
れ
ば
、
小
都
市
の
存
在
は
、
孤
立
岡
形
成
の
基
礎
の
一
た
る
中
心
都
市
の
穀

慣
決
定
仁
影
響
す
る
一
保
件
と
な
る
に
品
川

X
江
い
。
「
他
方
‘
小
都
市
の
穀
慣
は
.
そ
の
存
在
s

官
僚
件
占
し
て
応
ま

っ
た
中
心
都
市
の
穀
債
に
支
配
さ
れ
る
の
み
で
、
小
都
市
の
領
域
白
煙
は
孤
立
岡
会
韓
と
入
ム
然
同
一
の
原
理
に
」

っ
て
市
場
債
格
を
基
礎
と
し
で
各
種
の
農
業
閤
に
分
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
場
合
に
も
何
ら
新
し
い
問
題
は
生
じ

な
い
。
曜
に
小
都
市
の
み
な
ら
争
、
相
営
庚
大
な
岡
家
も
同
様
の
意
義
し
、
炉
持
た
な
い
o
」

六
、
結

論

以
上
考
察
し
た
結
果
営
要
約
す
れ
ば
、
略
ミ
次
の
如
〈
に
な
ら
う
l
l
i。

白
‘
人
口
は
生
産
立
地
構
造
に
影
響
す
る
閥
単
な
る
一
因
子
に
過
ぎ
な
い
に
劃
し
、
生
産
立
地
構
造
は
人
口
を
規

定
す
る
か
、
少
く
左
色
人
口
の
増
加
し
得
る
範
園
を
限
定
す
る
。

チ
ュ

I
ネ
ン
の
人
口
論

四

第
四
十
三
巻

四
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盟主
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チ
ュ

I
ネ

Y

の
人
口
論

ー一、
チ
ュ

1
ネ
ン
は
、
所
々
で
、

粗
牧
盆
で
あ
る
か
の
如
〈
述
べ
て
ゐ
る

炉
、
結
局
に
於
い
て
は
、
貨
幣
粗
牧
盆

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
じ
な
る
。
そ

じ
て
、

も
レ
貨
幣
粗
牧
盆
に
よ
っ
て
定

，

.

}

日

l

J

P

、、

J
叶

o
t
/
'
n
y
ι
J
q
J
Vベ
1
4
d

f
l
 

;宇1
12: 
は
者r;

ら
速
か
る
に
連
れ
て
必
宇
し
も
常
に
は

減
少
し
な
い
。
然
る
に
、
貨
幣
粗
牧
盆

の
内
、
不
生
産
階
級
の
人
口
を
支
持
す

ヲ

Q

地
代
の
み
は
常
に
減
少
す
る
か
ら
、

所
得
の
分
配
及
び
階
級
別
人
口
の
比
率

は
、
都
市
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て
、
甚

だ
し
く
ま
だ
不
規
則
に
化
接
す
る
。

一
二
、
各
農
業
圏
の
庚
さ
、
従
っ
て
農

村
人
口
の
大
き
さ
は
農
産
物
の
需
要

量
・
債
格
に
よ
っ
て
定
ま
旬
、
農
村
人

第
四
十
三
巻

四

第

Z虎

四

人
口
密
度
を
規
定
す
る
も
の
が
、

各
農
業
経
骨
形
態
の
現
物
形
態
に
於
け
る

表

前窓E「宵宮古一言
ト(ターレ Fレ)I (タ(タ -)1
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口
と
都
市
人
口
と
は
一
定
の
比
率
を
維
持
し
、

「
扱
立
国
」

金
瞳
の
人
口
は
困
富
或
は
所
得
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る。
こ
れ
ら
論
旨
は
営
然
自
明
の
理
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

併
し
、
チ
ュ

I
木

Y

が
農
業
の
経
替
形
態
を
問
題
と

し
た
営
時
の
濁
乙
と
等
し
〈
、
我
が
園
現
在
の
農
村
問
題
も
、
究
極
に
於
い
て
は
、
商
品
生
産
化
し
た
農
業
経
管

と
、
従
来
の
自
給
的
な
経
管
ぞ
基
礎
と
し
て
分
布
し
増
加
し
た
人
口
と
の
調
和
の
方
法
如
何
と
云
ふ
鈷
に
踊
す
る

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
こ
れ
に
比
較
す
る
と
.
近
時
農
村
卦
策
と
し
て
主
張
主
れ
ぷ
租
枕
負
携
の
均
衡
化
.
工
業

の
農
村
移
植
等
は
、
何
れ
色
相
営
の
殺
果
は
あ
ら
う
が
、
躍
に
、
部
分
崎
な
問
題
に
過
日
さ
な
い
の
で
は
な
か
ら
う

円
。
¥
、
J

J

古
う

p
h〆

3
目「
L
-士、

J

h

-

1
、
ム
‘

U

』/し

J

〈
「

L
3
p
ι

川
越
の
核
心
ア
め
る
農
業
経
傍
形
態
或
は
結
ん
で
閲
箆
の
人
口
に
及
ぼ
す
影

響
を
考
察
し
た
チ
ュ

l
ネ
ン
の
人
口
論
を
、

回
顧
し
検
討
す
る
こ
と
も
、

無
意
味
で
な
い
筈
で
あ
る
。

チ
ュ

l
ネ

y
の
人
口
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四
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